超音波照射が膵臓癌細胞の生存率に及ぼす影響の基礎検討 by 佐藤 貴亮 et al.
151
「桐蔭論叢」第 32 号 2015 年 10 月
超音波照射が膵臓癌細胞の生存率に及ぼす影響の
基礎検討
Basic research on the effect of ultrasound irradiation on 
the survival rate of pancreatic cancer cells
佐藤 貴亮 1、菅俣 浩明 1、西村 裕之 1、竹内 真一 1
1. 桐蔭横浜大学医用工学部













































Takaaki SATOU1, Hiroaki SUGAMATA1, Hiroyuki NISHIMURA1 and Shinichi TAKEUCHI1 
1. Faculty of Biomedical Engineering, Toin University of Yokohama, 1614 Kurogane-cho, Aoba-ku, Yokohama, 
Kanagawa, 225-8502, Japan
152
佐藤 貴亮、菅俣 浩明、西村 裕之、竹内 真一

















り、定在波超音波を水槽中（140 × 140 ×
170 mm2）に発生させる構造となっている。
振動子が振動板に取り付けられている等から
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3.2　アガロースゲル電気泳動法
アポトーシスに伴う最も特徴的




























から 1 時間後、2 時間後、4 時間
































圧が 198 Vp-p のとき、超音波照射後の 4 時間
後から 6 時間後にかけて細胞数が減少するこ




圧が 198 Vp-p と 215.6 Vp-p のときに、照射の
1 時間後から 2 時間後にかけて共に細胞生存
率が低下していることを分かった。最小値が
印加電圧 198 Vp-p のときに 64.9 % で、印加



















時間全ての生存率が 100 % 以下の値になった。










図 9　超音波照射を 5 分間受けた細胞の
生存率の時間変化を表したグラフ
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波照射実験では、印加電圧 198 Vp-p のとき、
超音波照射後の 4 時間後から 6 時間後にかけ
て細胞数が減少することを確認した。また、
印加電圧が 215.6 Vp-p の場合では、超音波照
射後の 8 時間後から 12 時間後にかけて細胞
数が減少してことを確認した。超音波照射を
5 分間受けた細胞の生存率の時間変化を見る
と、印加電圧が 198 Vp-p と 215.6 Vp-p のとき


















① Marker 6、②コントロール、③経過 0 日、


















[4, 5]　平成 25 年度　博士学位論文　渡邉晶
子
[6]　岩城咲乃：Japanese Journal of Applied 
Physics 53, 07KF12 (2014)
[7]　辻本賀英：新アポトーシス実験法　改訂
第 2 版　羊土社

